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ヒ ト羊 水 中 のCatecholamines測 定 法

と し て のLC-EC法
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Analysis of human amniotic fluid catecholamines by LC-EC method
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   We evaluated high-performance liquidd chromatography with electrochemical detecter 

(LC-EC method) for simultaneous determination of norepinephrine (NE), epinephrine 

(E), and dopamine (DA) in human amniotic fluid. 

   Mean (LSD) recoveries were as follows: NE, 47.0 ± 6.5%; E, 45.6 ~ 6.6%; DA, 

47.4 15.4%; DHBA, 48.2''-5.6%. The CV was 13.8% for determination of NE, 14.4% 

for E, and 11.3% for DA. 

    There was a linear relation among each catecholamine level and detector responces, 

and there was a good linear correlation between CAs concentration in amniotic fluid 

by REA and by LC-EC method (r=0.81).
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1緒 言

カテ ユー ル ア ミソ(CAs>と は,カ テ コールca七 ㏄hoi

す な わち オ ル トフ ェニー ル の ア ミソa皿ineを 意 味す る.

生 体 内 で は,ド ーパ ミソdopamine(DA),ノ ル エ ピ ネ

フ リソnorepinephrine(NE),エ ピ ネ フ リ ソepineph-

rine(E)の3つ が 生物 学 的 活 性 を も つ と考 え られ て い

る.

CAsの 測 定 法 に は,古 く は1バ イ オ ア ッセ イ 当12〕が

あ るが,技 術 上 の難 点 や 再 現 性 に 乏 し く,現 在 で は 化 学

的 測 定法 が広 く用 い られ て い る.化 学 的 測 定 法 には まず,

吸 光分 析 法3♪ が あ るが,感 度 が 亘0～100μgと 低 い 欠 点

が あ る.次 い で,蛍 光 法4〕 はG.三 μgと 感 度 が 高 く,

比 較 的 安 定 して い る こ と よ り,従 来 よ り広 く用 い られ て

い る、 又,最 近 は,ア イ ソ トー一プ.を用 い たradioenzym-

aticassay(REA)5)も 開 発 され,さ ら に,ガ ス ク ロ'マ

トグ ラフ ィー},高 速 液 体 ク ロー7ト グ ラ フ ィ ー一(HPLC)

η な ど が実 用 化 され て きた ,

しか し,そ れ らの測 定 法 には,操 作 が煩 難,ア イ ソ トー

プ の使 用,装 置が 高 価 な ど種 々の 難 点 が あ り,必 ず しも

臨 床 測 定 と して有 用 と は言 い難 い.

今 回我 々は,羊 水 中eAsを 測定 す る必要 性 か ら,HPLC
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